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認 定  書

国 住 指 第 2209号

平成 14年 5月 17国

社団法人石膏ボードェ業会

会長 須 藤永一郎 様

国土交通大臣  林  寛

下記の構造方法又は建築材料については、建築基準法第 68条の 26第 1項 (同
法第 88条第 1項において準用する場合を含む。)の 規定に基づき、同法第 2条
第七号の二並びに同法施行令第 107条の 2第一号、第二号及び第二号 (外壁 (耐
力壁):各 45分間)の 規定に適合するものであることを認める。

記

1 認 定番号

QF045BE-9227

2,認 定をした構造方法又は建築材料の名称

強化せっこうボード裏張/木 造・鉄骨造外壁 |

3.認 定をした構造方法又は建築材料の内容

別添の通り



(月1添)

認 定 番 号 Q F 0 4 5 B E - 9 2 2 7 認定年月 門 : 平 成 14年 5月 17日

品 目  名

強化せっこうボー ド裏張/木 造

・鉄骨造外壁

申請者 名 i 社 固法人 石 膏ボー ドエ業会

東,(イ「港E・F西新橋 2-い -lo

(吉野石有虎ノP弓ビル)

TEL(03)8591-6774

1

2

3

用途    外 壁

試験機関名  建 設省建築研究所

構造説明図 (単位 mm)
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4 材 料等説明

4-1 主 構成材料

1 強 化せつこうボー ド

2 下  地  材

(1)木  材

日本農林規格に定める品質を有するもの。

(2)軽 量鉄骨下地

軽量鉄骨下地は、JIS A 6517(建築用鋼製下地材)及 び JIS G 3850(一 般構造用軽量形銅)に

規定するもの,但 し、鉛直荷重を支持する構造用鋼材の板厚は 2 3tul以」iのものとする。

(3)外 装 材 (月叫添)

4-2 副 構成材料

1 せ つこうボー ド用くぎ及びスクリュー

(1)せ っこうボー ド用くぎ

JlS Aう508(く ぎ)の 規格品とし、長さは381田□以上のものとする.

(2)せ っこうボード用スクリュー

(}B― F(N)

国土交通大臣認定書 号

日 本 工 業 規 格

1251111± 05

寸 法   (RII l)

606× 1820

910× 1820

606× 2420

910X2420

(許容差 :幅 0、 -3

606× 2730

910× 2730

長 さ + 3、

606× 8080

1210X2420

偵1 面  形  状

①テーパエッジ      ② ベベルエッジ     ③ スクウエアエッジ

075以 上

重 量 (kζ/ポ)

含水率   (%)

組 成  (し ん材)

①せ っ こ う

②ガラス繊維

③ひ る  石

④ガ ラ ス網

GB― F (ゆ

9 5 0 0以上

04 %以 上

25°0以上

GB― F (N)

9 5 %以 上

04%以 _L

2  5 C O以上

あり (網目 5 1 1 u l角)
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J i S  B  l 1 2 5 (ドリリングタッピンねじ)に 規定するせっこうボー ド用スクリューで、長さ,よ40

11D以上のものとする。

2 せ っこうボー ド用日地処理材

(1)ジ ョイン トコンパウンド

JIS A 6 9 1 4 (せっこうボー ド用目地処理材)の 規 Ff該当品とする。

(2)ジ ョイントテープ

イ 紙 製テープ

① 寸 法 (II1 3) 厚さ02～ 03、幅 45以上、55以下。

② 形    状  テ ープの長さ方向中央には折れ日、両側部にはテーパーを付けてあるっ

また、小子とを設けたものもあるっ

③ 引 張り強さ 8kg f(長 さ方向)

ロ グ ラスファイバーテープ (裏面に接着剤塗布)

① 寸 法 (I■) 厚 さ0152、幅 50

② 形   状  メ ッシュ (網目 2 5 1El×2511E)

③ 引 張り強さ 4kg f(長 さ方向)

5 標 準仕様(施工仕様)

1 強 化せっこうボ一ヽド張り

(1)強化せっこうボー ドは突き付け張りとし、目すきのないように張る。

(2)くぎ及びスクリュー留め間隔は、下地が木材の場合、ボー ド周辺部は 1501■l以下、中門部は200

■ul以下とする。唾畳鉄骨下地の場合は、周辺部は 100811D以下、中間部は 150m以 下とするっ

くぎ及びスクリュー留め位置は、ボー ドの端より10 mm位内側とする。

2 強 化せつこうボードの目地処理

( 1 )テ ーパェ ンジボ~ド

① 下  塗  り

ボー ドの継目部分にジョイントコンパウンドをむらなく塗付ける。

② テ ー プ張 り

下塗り後、ただちにジョイントテープを張り、ヘラで十分圧着する。

③ 中  塗  り

下塗りが乾燥した後、ジョイントテープが覆われるように約 150 RIIl程度の幅でジョイン ト

コンパウンドを塗りたいらにする,

④ 上  塗  り

中塗りの乾燥後、ジョイントコンパウンドで中塗りのむらを直しながら薄く 200～800 1Jl

幅程度に塗り広げ、たいらに仕上げる。

⑤ サ ンディング

上塗りが転燥した後、サンドベーバーでたいらに仕上げる,

⑥ く ぎ頭の処理
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くざ頭のへこみ部分をジョイン トコンパ ウン ドで下途 りし、さらに L4り をしてたいらに

する。

(2)べ ベルエ ッジボー ド

① 下  塗  り

ボー ドの継ぎ目部分 (V活)を ジョイントコンパウンドを埋め込みたいらにする。

② 上  塗  り

下塗りが乾燥した後、塗り幅を少し広げて上塗りし、たいらに仕上げる。

① ジ ョイントテープを用いる場合は、テーパボー ドの目地処理に準じて行う。

(3)ス クエアェ ッジボー ド

① 継 ぎ目部分をジョィントヨンパウンドで下塗りし、すき間を埋める.

② 上 塗りは、できるだけ薄く塗り広げ、たいらに仕上げる,

⑥ ジ ョイントテープを用いて補5貧する場合は、ボードを面取りして下塗りし、テープ張り及

び中塗りまでは、テーパボー ドの目地処理①～①と同じ要領で行うじ上塗りはできるだけ

薄く、500～6001Ш幅程度に塗り広げてたぃらに仕上げるっ

3 目 地処理終了後、ペイント、壁紙などで表面仕上げを行う。仕上げ材料は、国上交通大臣認定防火

材料該当品とする。

6 付 帯条件

な し
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局1添

外装材の防火被覆は次の 1か ら3ま での仕様のいずれかとする.

1 平 成 12年建設省告示第 1858,(準 耐火構造の構造方法を定める件に規定される尿外

Ⅲlの防大被覆材料)

1)厚 さが 12ミ リメー トル以上のせっこうボー ドの上に金属板又は石綿スレーートを張っ

たもの

2)木 毛セメン ト板の上に 15ミ リメー トル以上モルタル又はしつくいを塗った1)の
3)モ ルタルの上にタイルを張ったものでその厚さの合計が 25ミ リメー トル以上の(ぅの

4)セ メン ト板の上にモルタルを塗ったものでその厚さの合計が 25ミ リメー トル以上の

もの

5)厚 さが 25ミ リメー トル以上のロックウール保温板の上に金属板又は石綿スレー トを

張ったもの

6)厚 さが 25ミ リメー トル以上の木毛セメント板の上に厚さが 6ミ リメー トル以上の石

綿スレー トを張ったもの

7)石 綿スレー ト又は石綿パエライ ト板を 2枚 以上張ったもので、その厚さの合計が 15

ミリメー トル以上のもの

2 平 成 12年建設省告示第 1359号 (防火構造の構造方法を定める件に規定される屋外択」
の防火被覆材料)

1)鉄 網モルタル塗で塗厚さが 2セ ンチメー トル以上のもの

2)木 毛セメン ト板張の上に厚さ 15セ ンチメー トル以上モルタル又はしつくいを塗った

もの

3)木 毛セメン ト板の上にモルタル又はしつくいを塗り、その上に金属板をはったや)の
4)モ ルタル塗の上にタイルを張ったものでその厚さの合計が 25セ ンチメー トル以上の

もの

5)セ メン ト板張の上にモルタルを塗ったものでその厚さの合言|が 25セ ンチメー トル以
上のもの

6)厚 さが 12セ ンチメー トル以上のせっこうボー ド張の上に亜鉛鉄板又は石綿スレー ト

を張ったもの

7)厚 さが 25セ ンチメー トル以上の岩綿保温板張の上に亜鉛鉄板又は石綿スレー トを振

つたもの

8)厚 さが 25セ ンチメー トル以上の木毛セメン ト板張の上に厚さが 06セ ンチメー トル

以上の石綿スレー トを張ったもの

9)石 綿スレー ト又は石綿パーライ ト板を 2枚 以上張ったもので、その厚さの合計が 15

センチメー トル以上のもの

3 同 土交通大臣認定 「防火構造Jの 屋外側防火被覆材とする

1)(PC080BE 9189、 PC080NE 9081)ALCパ ネル賛/木 造外壁

2)(PC080BE 9027)ス ラグせっこう板表張/木 造 軽量鉄骨下地

3)(PC030NE 9086)繊 維強化セメン ト板 ロックウール保綿板張/鉄 骨造外壁
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4)(PC080N!E90は 1)繊 維j資化セメン ト板 せっこうボー ド張/鉄 骨造外壁

5)(PC030NE 9084 PC080BE 9026)繊 維強化セメン ト板 木毛セメン ト版張/鉄 骨造

外壁

6)(PC03い 同 9o859051)繊 維強化ヤメン ト板・木毛セメン ト板張/木 造外巳:
7)(PC030NE 9088)繊 和t強化セメン ト版張/鉄 骨造外壁

8)(PCO,OBE 9195)繊 維強化セメン ト板張/木 造外壁

9)(PC030BE 9196)繊 TL強化セメン ト板重張/木 造下地外壁

10)(PC080BE 9197)け い酸カルシウム板張/木 造下地外壁

11)(PC080BE 9198)パ ーライ ト板張/木 造下地外壁

12)(PC030BE 9199)け ぃ酸カルシウム板張/木 造下地外壁

13)(PC030BE 9200)繊 維混入けい酸カルシウム板表張/木 造下地外壁

14)ドロマイ トプラスター塗(158R)せ つこうラスボー ド(7 mlr)又は木毛セメン ト板(15 mm)

張/強 化せつこうボー ド(12 5 Ell以上)裏張 木 造 ・鉄骨造 外 壁

(旧防火第 169号  ド ロマイ トプラスター塗(15 mll)防火構造 昭 和 50年 5月 20日 )
15)0 25 EIr以下は、塗装(水性を除く。)する。)岩 綿保温板 (25 mR以上)張 /強 化せつ

こうボー ド(125剛 以上)鉄 骨造 外 壁

(日防火第 103号  不 燃軸組防火構造 <亜 鉛鉄板 岩綿保温板張ft骨防火構造卜 昭 和
42年 11月 8日 )

16)(PC030NE 9109)亜 鉛鉄板 せっこうボー ド張/鉄 骨造外壁

17)波 板亜鉛鉄板(02781m)フ レキシブル板(3811)・木毛セメン ト板(15 rlRl)張/強 化せっこ

うボー ド(125m以 上)裏張 木 造 鉄骨造 外 壁

(日防火第 56号  亜 鉛鉄板フレキンブル板積層木毛セメント板張壁 昭 和 39年 12月 15日 )

18)渡 板亜鉛鉄板(0 27 1tr)モルタル塗(3111)・木毛セメン ト板(15M)張 /強 化せっこうボ
ー ド(12う卿以上)裏張木造・鉄骨造 外 壁

(日防火第 57号  亜 鉛鉄板張モルタル塗木毛セメン ト板張壁 昭 和 89年 12月 1う日)
19)(PC080NE 9108)モ ルタル塗 リアル ミニウム軸組防火構造

20)(PC080NE 9104)「 木毛セメン ト板十石綿スレー トJ張リアルミニウム軸組防火構造

21)窯業系サイディング(12・15 mm)・グラスウール(25剛以上)又はロックワール(25町m以上)

又はポ リスチレンフォーム(?)・構造用合板(9脚 以上)又は構造パネル(981m)又はパーテ

ィクルボー ド(9 mm以上)張/強 化せっこうボー ド(12 5 mll以上)裏張 飼 製枠組造 外 壁

(日防火第 1521号  フ ォーム外張 構造用合板(981m)、構造用パネル(9 ul)、MDF(9側 1)

あるいはパーティクルボー ド(9剛じ外張 建築構造用表面処理軽量形今岡下地 外壁 平 成

12年 5月 29日 )

22)(PC030NE 9097)繊 維混入けい酸カルシウム板 せっこうボー ド重張/不 燃下地外壁

23)(PC080BE 9588～ 9541)化 粧鋼板・せっこうボー ド表張/せっこうボー ド裏張/軽量鉄

骨下地外壁

24)(PCo80BE 9190)軽 量セメン トモルタル塗装/木 造 ・不燃下地外壁

25)(PC030BE 9191)軽 量セメン トモルタル塗 り合板張/木 造不燃下地外壁

26)(PC080BE 9192)軽 量セメン トモルタル塗装/木 造 ・不燃下地外壁

27)(PC030BE 9202)焦 業系サイディング表張/鉄 骨造外壁

QF045BE-9227
6 / 8



28)(PC(】 :oBE 9201)禁 業系サイデ ィング表張/木 古外壁

(せIi0`4らBlE 9227 (日市′b]ool)
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丹1添

会社名一覧表

〔Ql1045 8 E - 9 2 2 7  強 化せっこうボー ド実張/木 造 鉄 骨造外壁]

申 請  社  名 中 請 者 住 所

東京者「千代田区丸の内 3-3-1 新 東京 ビル

TEL 103-3216-0951   FAX:03-3214-5094

島根県松江市富士見町 2

TEL t 0852-87-121l   FPじ く!0852-37-1444

二重県四田市市住吉町 15- 2

TEL:0593-63-5555   nヽ ど〔:o598-63-5553

東京都千代田区神田淡路町 2-8 第 2高 代家ビル

TEL 103-5298-8881   FAX io3-5298-8832

青森県人戸市江陽 3-1 - 1 3 4

TEL:0178-43-7191   巳 AX:o178-71-1081

首 野 石 富 株 式 会 社

新 東 洋 富板 株 式 会 社

チ ヨダウーテ株式会社

株 式 会 社 ジ プ テ ンク

日東石膏ボー ド株式会社

日 産 建 材 株 式 会 社
富山県婦負郡婦中町笹倉 635  日 産化学工業際富山工場内

TEL 1 0764-65-6300   n合 ご〔,o764-65-6803

北海道吉野石富株式会社
北海道恵庭市戸磯 285 - 2

TEL:0128-32-281l   FAN i 0123-33-0873

多 木 建 材 株 式 会 社
兵庫県加古川市別府町緑町 2

TEL,0794-37-711l   FAX 0794--87-1192

新潟吉野石富株式会社
新潟県新潟市太郎代 901-1

TEL:025-255-2521   FAX!025-255-2284

小名浜吉野石膏株式会社
福島県いわき市常盤水野谷町亀ノ尾 85- 2

TEL,0246-48-2200   FAX,0246-44-6146

香)県 香川郡直島町 2690

TEL i 0878-92-3891   Frせ (10878-92-3697
直島吉野石膏株式会社

GB― F(N) ガ ラス網八 りは、チヨダウーテ附は製造 していない。
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